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目的　従来より、異素材の縫合は縫いずれが生じやすいと言われている。我々は、現在

までに、縫いずれの防止に有効な差動上下送りミシンを用いて、差動上下送り機構の布送

り効果と縫製条件の関係を、縫合布が二枚重ねで同一素材の場合について明らかにした1) 。

本研究では、性質が異なる上下布の縫合について、布地の性質が布送りに及ぼす影響を明

らかにし、縫いずれ防止縫製に関する新しい知見が得られたので報告する。

方法　実験に使用したミシンは本縫い差動上下送りミシンである。布送り量は、上送り、

下送り量を数段階変化させて組み合わせて用いた。布送りに密接に関係する押さえ金圧力

を２段階変化させた。使用した布地は10種類である。布地の物性はKES-FB システムを用

いて測定を行った。試験布は上下布の組み合わせを種々変化させて縫合した。縫製後、縫

い縮み率、縫いずれ率およびステッチ長さを算出し、縫目付近の外観の観察も行った。

結果　異なる布地を種々組み合わせて縫合を行うと、縫製結果は差動送り条件が一定で

あっても変化し、上下布の性質の影響が認められる。縫製結果と布地の性質の関係を求め

たところ、上布縫い縮み率および縫いずれ率の発現には上布の引張特性および表面特性の
影響が見られ、下布縫い縮み率には上布の引張特性、下布の圧縮特性および曲げ特性の影

響が認められた。これらの上下布の物性を説明変数に用いて縫い縮み率および縫いずれ率

との定量的関係を重回帰分析により求めたところ、良好な重回帰式を得ることができた。
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lKa-8 繊維製品の利用および廃棄の実 態一大学生の寝具・インテリア製品の利用－
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【 目 的 】 カーペット類 は引 越しの際 に処 分される耐 久 消 費 財として、最もその数 が多く、布 団・マットレス

は、都 市 収 集 粗 大ゴミの主 な品 目 である。布 団・カーペット類 は廃 棄 物 の処 理・再 資 源 化 において、破

砕 および焼 却 が困 難 な品 目として問 題 となっている。生 活 系 から排 出される廃 棄 物を、繊 維 製 品 の観 点

から考 える時 、寝 具・インテリア製 品 の資 源 化 や減 量 化 、さらに好 ましい廃 棄 方 法 や廃 棄 態 度 形 成 につ

いて検 討 する必要 がある。そこで、本 研 究 では大 学 生 の寝 具・インテリア製品 の購 入 一利 用･ 廃 棄 の行 動

や意 識を中 心とした実 態を把握し、その基 礎 的 賢 料 を得ることを目 的 とした。‘

【 方 法】 長 野 県 在 住 の国 立 大 学 教 育 学 部 学 生(19 歳 ～23 歳 、男44 女59 名 ）を対 象に、寝 具・

インテリア製 品 の利 用に関 するアンケート調 査を実 施した。調 査 は、無 記 名 式 質 問 紙 を使 用し、集 合 調

査 方 法により行った。有 効 回 収 数1  03 で、調 査 時 期 は、平 成11 年11 月 であった。主 な調 査 項 目1) 寝

具・インテリア製 品 入 手 法と意 識２）カーペット類 の利 用 実 態3) 寝 具・インテリア製 品 の廃 棄 法と意 識 の

３項 目であった。本 調 査 では、寝 具・インテリア製品 の範 囲 を、主 な組 成 が繊 維 からなり、形 状 が比 較 的

大 型 のものとして、主な対 象 品 を、布団 類･ カバー類･ カーテン類・カーペット類｡と限 定し、回 答を得 た。

【 錐 果 】　 寝具・インテリア製 品 の購 入 経 験を有 するものは、全 体 の約７割 であった。購 入時 。価 格 やデ

ザインを意 識 するものは多 かったが、リサイクル品 について意 識 するものはいなかった。製 品 の耐 用 年 数を

考 慮 するものは、全 体 の約２割 であった。製 品 の耐 用 年 数 については、製 造 者 が考 える年 数よりもやや短

＜捉えている傾向 が認 められた。カーペット類を使 用しているものは、全体 の約７割 であった。寝 具・インテリ

ア製 品 の居 住 地 における排出 法 を知らないものは、全 体 の約４割 であった。製 品 の廃 棄 経 験 者 の廃 棄

理 由 は、汚 れ･ 破 れなどが最も多 かったが、ついで、明 確 な機 能 低 下 によらない新 品 の購 入も多 かった。
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